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新「いのち署名」推進・秋以降の行動について （2021.9.3） 
 

全労連 中央社保協 

 

（１）「新いのち署名」について 

 今年中に必ず行われる総選挙で国民のいのちを最優先する政治への転換を実

現させるため、「いのちまもる緊急行動」の推進とともに「新いのち署名」の取

り組み推進を緊急行動推進団体で確認しています。 

 この間、署名検討５団体（全労連、社保協、民医連、医労連、自治労連～全労

連と社保協が事務局的な役割）で新署名について検討し進めています。 

→署名データ別紙 

→８／１３ 署名用紙初校  

１８ 印刷部数、発送リスト要請 

２５ 署名データ確定、印刷部数、発送リスト最終確定 

▼３団体版／全労連・社保協・医団連……計 1,110,000部 

・医労連分……400,000部（新医協含む） 

・民医連………360,000部 

・全労連………350,000部 

▼３単産版／医労連・全大教・自治労連…123,000部 

・医労連分……123,000部（うち、自治労連 10万部、全大教 5500部含む） 

１枚単価＝２円（概数計算）予定  

→９／２ 各団体・地域着（北海道、九州は３日）予定 

 

（２）署名推進、秋以降の行動等の検討 

 総選挙に向けて「いのち守る緊急行動」の成功に全力を挙げるとともに、新「い

のち署名」推進の意思統一を図り、来春の通常国会に向け「緊急行動」以降の取

り組みの具体化が求められます。 

1.署名目標数（前年到達６５万）  

→各団体に目標数の設定（全労連 100万、医労連 180万など）に応じて検討 

してはどうか 

→地域医療、診療報酬、７５歳窓口負担二倍化実施させない取り組み、後期 

高齢者医療保険料、年金引き下げ許すな、介護改善、保育改善、生活保護基 

準の引き上げなど、さまざまな社会保障要求の各個別署名とセットで「新い 

のち署名」推進を訴える。 

また、各署名推進の全国的な行動、集会が予定されており、各個別署名と 

セットでの「新いのち署名」推進を要請する。 
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2.取り組み期間の設定 通常国会終了まで（５月？） 

 署名集約日・案 

  第一次 １２月２４日（金） 

  第二次  ２月２８日（月） 

  第三次  ４月２８日（木） 

  最終   ５月 

 

3.署名スタート推進学習決起集会 

   ・日程 ９月２９日（水）１８時～２０時（予定） 

 ・場所 完全オンライン  

※YouTube視聴でライブ配信を計画 

      ※会場 全労連打ち合わせ室 

 ・主催 署名連名各団体（全労連、中央社保協、医団連、医療三単産） 

     〈事務局〉全労連、中央社保協 

 ・内容 司会進行（ 社保協 山本事務局次長〈民医連〉）  

開会あいさつ（社保協 住江代表委員〈保団連〉） 4分 

     記念講演「地域医療を守る運動の前進を」（仮）60 分（質疑含） 

     講師  長友薫輝氏（三重短期大学教授） 

       ※講演内容について事前打ち合わせ～9/8 18:30 

     休憩？ 5分  

     連帯あいさつ（6分×3 20分）  

いのち署名推進連携団体 新婦人に要請 

社会保障制度要求署名推進団体から 

 ７５歳署名 日本高齢期運動連絡会 

 介護署名  ２１老福連 

       いのちボイス報告（スライド） 4分  

※スライド準備（全労連 寺園） 

       決意表明 団体 （ 医団連 ） 

（ 医療三単産 ）4分×2 

地域 （ 岐阜 ） 

（ 大阪 ）4分×2 

       行動提起（ 全労連 前田副議長 ）7分 

       閉会あいさつ（ 全労連 黒沢事務局長 ） 4分 

   ・準備 オンライン機材 

       案内チラシ 

       当日資料案 
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署名用紙、講演レジメ、スライド原稿、署名ハガキ 

９・５取り組み報告、緊急要請書、行動提起案 

 

  →署名提出行動は、選挙日程、国会日程等をにらみながら検討 

 ・秋の臨時国会で提出するか 

・通常国会（冒頭、５月）での署名提出か 

   

→適宜、学習集会（オンライン 夕方 ２時間程度）の実施を検討する 

 

4.署名ハガキの検討 

 各団体で作成し、データ等共有する 

 ツイッターデモを適宜提起する 

 

5.全国一斉署名宣伝行動等の検討 

 コロナ下での設定が難しい中、宣伝行動ゾーンの設定など検討する 

 

6.議員要請行動 ※日本医労連の要請文書等の活用 

  前年署名の紹介議員数を基礎にして、その積み上げを図る 

  １月に国会議員要請を集中させてはどうか 

   

7.自治体請願 ※日本医労連の要請文書等の活用 

  

（３）運動について、当面、署名検討５団体（全労連、社保協、民医連、医労連、

自治労連）で協議し、事務局的な役割を全労連、社保協が担って進める。 

 賛同呼びかけ、アピールを募るなどの検討を 

→ＳＮＳでのアピール、ホームページの活用、ポスターの作成等を検討 

 

（４）地域医療を守る運動の推進で、地域の要求実現への運動推進 

1.４２４共同行動以降、いのち署名推進の運動を通じ、地域医療を守る運動が各

地で展開されている。 

 ・総選挙に向けた「緊急行動」の成功に全力をあげる。 

・新「いのち署名」推進、目標達成へ全力をあげる。 

・選挙後（コロナ後）の運動推進について検討。 

 

・（社保協）地域医療守る運動推進へ各県社保協事務局長によるブロック、県 

単位の意見交換、運動交流を設定する。 
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地域住民アンケート、自治体懇談・要請、病院当局との懇談、要請等の行 

動、経験を交流、検討する。 

 

2.１１月２３日の地域医療を守る運動交流集会（オンライン）への参加呼びかけ

を強め、各県からの参加を要請する。 

 同時に、各地の住民組織の集約に努め、集会の案内と参加を呼びかける。 

 

3.来春の通常国会時期の「いのち署名推進・地域医療まもれ・社会保障拡充」を

掲げた統一行動を、署名提出等あわせて検討必要か。 

 →日程は、通常国会冒頭（１月下旬か）か 

→緊急行動団体（全労連・社保協・医団連）中心に、幅広い社会保障拡充要 

 求を集中させる行動は可能か。全県からの参加も要請。 

 →開催方法については、オンラインとリアル開催の併用か。 

 →署名提出行動との調整 

 

※2021年度中央社保協全国総会後の取り組み（再掲） 

 

6月  「介護提言・案」発表、 

※２１年版介護署名意思統一・スタート（６/２３） 

7月  中央社保協全国総会(７/１０) 

    いのち守る緊急行動提起（～１０-１１月総選挙まで） 

      ７５歳二倍化反対スタート集会（７/２２） 

       ※７５歳二倍化を実施させない署名スタート 

オリンピック開会（７/２３） 
8月 オリンピック閉会（８/８） 

２５条共同行動「社会保障拡充」ツイッターデモ（８/１０） 

  ※新いのち署名スタート（中旬以降） 

   第４８回中央社保学校(８/２８～２９ 名古屋＋Web) 

   いのち守る緊急行動・街頭宣伝（８/２４） 

パラリンピック開会（８/２４） 
9月   パラリンピック閉会（９/５） 
   いのち守る緊急行動・全国一斉アピール総行動（９/５） 

   ９月議会請願陳情 

   第３４回日本高齢者大会 inながの（９/２３） 

   新いのち署名スタート学習集会（９/２９） 

       自民党総裁任期切れ 
10月  衆議院選挙（１０月１７日投開票？） 
   いのちまもる医療・社会保障立て直せ総行動（１０/１４） 

   介護を良くするアクション月間(10月～11月)  
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   年金者一揆（１０/２２） 

全国介護学習交流集会(１０/３１) 

11月 介護認知症なんでも無料電話相談(１１/１１) 

   全労連中央行動（１１/１２-１３） 

   ７５歳二倍化を実施させない国会座り込み行動（１１月中旬） 

      第１２回地域医療を守る運動交流集会（１１/２３） 

12月 １２月議会請願陳情 

   春闘討論集会（１２/２-３） 

1月-2月 全国代表者会議 

- 

 


